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Plate 1  金属製針孔の４つの型 








 


 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 Plate 2 02KW-AL2046 石核と剥片の接合 
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１１１１．．．．クントゥルクントゥルクントゥルクントゥル・・・・ワシワシワシワシ遺跡出土遺跡出土遺跡出土遺跡出土のののの遺物概要遺物概要遺物概要遺物概要    


登録方法        


本遺跡出土の文化遺物は、その材質により発掘調査の遺物台帳作成時から石製品、骨・


貝製品、金属製品、土製品の 4 種に分類されている。これらは各々、石器（Ｌ）、骨角貝


器（Ｂ）、金属器（Ｍ）、土製品（Ｄ）という分類記号を付された台帳に原則として単一の


登録番号に単一遺物が登録されている。しかし、同一地点で同時に出土した（同伴関係に


ある）遺物は同一の登録番号に記録され、複数の遺物が同じ登録番号をもつ場合もある。


この場合には、後に遺物の個別認識のために登録番号に枝番号を付している。登録の際に


は、遺物台帳に日付、発掘区、出土層を記入することによって、遺物は個別の登録番号を


持つことになる。材質が異なる遺物であっても同様のシステムで記載されてゆくので、遺


物番号は異なっても、日付、発掘区、出土層の項の記載は連動している。これによって各


種の材質別の遺物台帳においては同時的、同空間的伴出関係がある程度確認できるように


なっている。 


結果として、各遺物の記号標記は以下のようになる。 


各遺物はまず、発掘年度を表示する年度の下二桁の番号が付される。次に遺跡を示す頭


文字 KW が続き、さらに発掘区を示すローマ字記号が付けられ、最後に材質を示すローマ


字記号（L、B、M、D）と共に登録された順に番号が付けられるので、たとえば、89ＫＷ


－Ａ－Ｌ1 は、発掘年 1989 年、Ａ区出土の石器登録番号 1 を表している。なお、88 年


度のみ遺物番号に発掘区の標記はない。 


     


整理分析作業 


発掘し採集された遺物は、材質ごとに水洗し、全遺物に所定の注記（ナンバリング）が


なされている。また、遺物の注記終了後に観察とスケッチを行い、その際には計測も実施


した。遺物の整理においては、全点に注記を施した後、その遺物番号から台帳に戻って発


掘区、出土層などを確認できるようにしておく必要がある。そうすることによって遺物は


資料として確定されると考えられるためである。 


今回の整理に当たっては、改めて全点の観察をし、欠落していた計測値を補充した。遺


物の全容を把握するために観察した遺物をタイプ分類して、類似もしくは相違関係を捉え


ることとした。材質はことなっても、タイプ設定の基本的な考え方は形態分類である。形


態は技術面、機能面とが大きく作用した結果であると考え、タイプ名に未成品、素材とい


う分類を設けた。これによって機能面だけではなく、遺物総体の動的な流れが捉えられる


のではないかと思う。 


分類作業においては、まず予備的にタイプ設定を行ない、それに則って実際の個別観察


をしながら担当者の西澤と荒田がタイプ設定に改良を加えていった。予備的なタイプ設定







                                         


としては、 


石器：  Ｌ0 からＬ51 の 52 タイプ 


骨角貝器：Ｂ0 からＢ33 の 34 タイプ 


土製品： Ｄ0 からＤ15 の 16 タイプ 


金属器： Ｍ0 からＭ6 の 7 タイプ 


を設定したが、作業過程では、2 タイプを 1 タイプに統合したり、同一タイプ内でも、後


にサブタイプを設定した場合もある。設定されたタイプはその個々の機能は特定できない


ものの、ある程度の群として捉え、遺物総体を見ることにした。その結果石製品では機能


グループとして 8 グループに分けた。尚、これを異なる材質間でも共通分類項目としたの


で、材質によっては欠如する機能グループがある。 


そして最後に遺物の記録作業として遺物全点の写真撮影を行なった。原則として遺物一


点につき、正面観、背面観の２枚の写真を撮っているが、特徴的だと思われる観点があれ


ば、何枚かを追加している。また、1 枚で済ませたものもある。 


 


遺物計測値 


発掘年度毎に遺物の計測値も記録され、台帳の「計測結果」の項に記載してある。年度


によって、二辺計測、三辺計測など違いがある。今回補足計測分については遺物台帳の「長


さ、幅、径」の項に所載した。なお、この際の計測に当たっては、原則として三辺計測と


し、長さ（Ｌ）、幅（Ａ）、厚さ（または高さＥ）の最大箇所を計測している。但し、玉類


に関しては、その孔と平行する辺を長さとし、それと直行する辺を幅とした。幅と厚み（高


さ）が同じ値の場合は径（D）として二辺計測になっている。 


 


保管状況 


遺物全般としては現地の保管室に 89 年～97 年度分は一括してタイプ毎に箱に収納し、


それ以外の年度（88,93、98,99,00,01,02 年度分）については年度毎にタイプ分類して収納


した。それ以外に特別な遺物は現地の遺跡博物館内に展示、もしくは収納されている。 


 


２２２２．．．．石製品石製品石製品石製品ののののタイプタイプタイプタイプ分類分類分類分類                                                                                            


石器（石製品）はまず目的に沿った礫か切り出された母岩を入手し、そのまま利用する


か加工してから道具として利用する。一般に、そのまま利用されるか、表面に加工を施す


が石材の母胎がそのまま利用されている場合は礫核石器とされ、原礫もしくは母岩に何ら


かの加工を施して石核とし、そこから剥離された剥片を素材として制作された石器を剥片


石器とされる。これは本来の素材として利用されたものが何かを問題とした区分である。       


一方、これらの石器は加工する際の技術として打製技術（剥片剥離技法）だけで石器整形    


をしているか、それとも剥片剥離技法、敲打技法、研磨技法などを駆使して磨製技術で石 


器整形をしているかという技術面からの区分も成立する。以上のことは、次のような模式  


図にまとめることが出来る。 


 


 


 







                                         


         


 


  


 


       


         


         


         


         


         


         


         


         


         


         


         


         


         


        


        


         


         


         


         


 


 


 


 


図 5-1 石器製作の模式図 


 


 


上の模式図を踏まえて個別の石器観察を行い石器のタイプを設定した。タイプ名は、必


ずしもその機能を的確に表していない場合もある。機能による器種分類には限界があるた


め、基本的に形態によるタイプ設定を行なっているためである。                     


石器の形態は、調整するための加工がどの部分に施されているか、またはどの技法を使


って加工が行われているかによって左右される。また、仕上げられた形態によって機能が


限定される訳であるが、これを使用した結果、個々の石器に何らかの痕跡が残されてゆく。


そのため、石器の使用痕も石器タイプの一属性となる。各タイプを現段階で類推される機


能ごとのグループに分けた。また、技術系は、先述の石器製作の模式図を参照して欲しい。 


 


 


 


                        


                        磨製技術磨製技術磨製技術磨製技術（（（（敲打敲打敲打敲打とととと研磨研磨研磨研磨）））） 
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表 5-1 石製品のタイプ分類表 


機能 


グループ 


タイプ 


分類番号 
タイプ名           


技術系 


1 粉砕具 L34 皿型粉砕台  Ｃ 


  L36 凹型粉砕台 B（外面を整形）  Ｃ 


  L37 凹型粉砕台 A（外面の整形なし）  Ｃ 


  L38 大形破砕台  Ｃ 


L1 平型粉砕具 A（非加工）  Ａ 


  L2 平型粉砕具 B（加工）  Ｃ 


  L3 杵型粉砕具 A（非加工）  Ａ 


  L5 杵型粉砕具 B（加工）  Ｃ 


  L6 大形杵型粉砕具  Ｃ 


  L7 圧磨具  Ｃ 


  L45 大形平型粉砕具  Ｃ 


2 狩猟、 L31 磨製有溝石斧  Ｃ 


 伐採具 L32 棍棒頭部  Ｃ 


  L8 打製尖頭器  Ｉ 


  L9 磨製尖頭器  Ｉ 


  L48 投槍器の止め具  Ｈ 


  L42 石球  Ａ 


 L49 大形礫石器 Ｃ 


3 工作具 L10 彫器  Ｉ 


  L11 錐  Ｉ 


  L12 掻器  Ｉ 


  L13-1 剥片削器  Ｉ 


  L13-2  礫片削器  Ｉ 


 L14 鋸歯状掻器 Ｃ 


  L44 敲打具  Ａ 


  L33T 板砥石  Ａ 


  L33P 礫砥石  Ａ 







                                         


4 紡織具 L18P ピルロ型紡錘車  Ｈ 


  L18T トルテーロ型紡錘車  Ｈ 


  L19 紡錘車未成品  Ｈ 


5 装身具 L47 耳輪  Ｈ 


  L20 ペンダント Ｈ 


  L21 ペンダント未成品  Ｈ 


  L22 玉  Ｈ 


  L23 玉未成品  Ｈ 


  L24 装飾品の未成品  Ｈ 


 L25 彫像 Ｈ 


6 特殊器具 L26 スプーン Ｈ 


 L30 小容器 Ｂ 


 L39 石彫 Ｂ 


 L40 石彫未成品 Ｂ 


L51 石皿 Ｂ 
 


L16 剥片 Ｆ 


7 各種の L27 角柱状素材 Ｃ 


 石製素材 L28 円錐状素材 Ｈ 


L41 大形石製品の素材 Ｂ 
 


L29 その他の素材 Ｈ 


  L46 カナル入り口 Ｃ 


8 その他 L52 パレット形多孔石 Ｂ  


  L15 石核 Ｄ 


  L17 砕片 Ｅ 


  L50 剥片石器の破損品 Ｉ 


  L0 分類不可   


 







                                         


以下に個々の石器タイプの特性を説明する。 


 


機能機能機能機能グループグループグループグループ 1111    （（（（粉砕具粉砕具粉砕具粉砕具））））    


皿型粉砕台皿型粉砕台皿型粉砕台皿型粉砕台    （Ｌ３４）  


 比較的大きな平坦面を持つ礫や割り石を利用し、平皿形をしている。外周面は加工され


ているものといないものがあるが、定形化されていない。中央はわずかに凹んでおり使用


の結果、摩滅したものと思われる。三辺に縁があるものがある。 


凹型粉砕台凹型粉砕台凹型粉砕台凹型粉砕台 BBBB    （Ｌ３６）    


 乳鉢形に外面整形をしている。かなりよく磨かれたものがあり、外面には彫刻を施した


例もある。外面の整形によって底面が丸底形と平底形のものとがある。凹みが深く対応す


る粉砕具は杵型と考えられる。 


凹型粉砕台凹型粉砕台凹型粉砕台凹型粉砕台 AAAA （Ｌ３７） 


 外面は自然礫のままか方形に粗く整形された石材を再利用をしている。B 型と同様に対


応する粉砕具は縦杵型と考えられる。 


大形破砕台大形破砕台大形破砕台大形破砕台    （Ｌ３８）  


 外形は四角形に粗く整形されており、中心部にあまり大きくない窪みがあり、目的物を


砕くことは出来るが磨るほどの運動窩面はない。 


平型粉砕具平型粉砕具平型粉砕具平型粉砕具 AAAA    （Ｌ１）    


 原礫形態をとどめた円形、楕円形、不定形な礫を利用し、各面に敲打痕や磨り痕が認め


られる。 


平型粉砕具平型粉砕具平型粉砕具平型粉砕具 BBBB （Ｌ２） 


 厚みのある円盤型で側面全周にわたって敲打痕もしくは磨り痕が残る。円周に原礫面が


のこっていないので、はじめに丸く加工した可能性もある。平面部は片面もしくは両面が


窪んでいる例が多い。 


杵型粉砕具杵型粉砕具杵型粉砕具杵型粉砕具 AAAA （Ｌ３） 


 厚みのある楕円形の礫を加工を施さずに利用した縦杵型の粉砕具である。上端部の径が


小さく下端部の径が大きい。下端部は凸レンズ状の面を形成し、磨り痕が認められる。ま


れに上端部にも磨り痕があるが、敲打痕は両端部に認められる。下端部のレンズ状面は、


円形の凹みを持つ台上でこの石器を握り水平の円周運動がなされた結果と考えられる。対


応する粉砕台は凹型粉砕台 B が考えられる。 


杵型粉砕具杵型粉砕具杵型粉砕具杵型粉砕具 BBBB （Ｌ５） 


 形状は非加工の杵型粉砕具 A とほぼ同様であるが、その胴部に磨製の加工が認められる。


磨製加工の形状は一様ではないが、下端部と胴部との間に括れがあり握り易くしている。


使用痕は両端にあり、上端部には敲打痕が顕著であり、下端部は磨り痕のみが認められる。 


大形杵型粉砕具大形杵型粉砕具大形杵型粉砕具大形杵型粉砕具    （Ｌ６）    


 大形の礫を利用した縦型の粉砕具である。加工は施されない。両端に敲打痕が顕著であ


り、側面に磨り痕が認められるので、縦、横の両方に使用されたと思われる。杵型粉砕具


Ａ，Ｂなどに認められる凸レンズ状面は有さない。 


圧磨具圧磨具圧磨具圧磨具 （Ｌ７） 


 丸いパンのような形で、平面が円形で断面は半円形が多い。平面の片面は直径１０ｃｍ







                                         


前後の平坦面になっており、磨り痕跡を持つ。粉砕具の中では唯一このような平坦面を持


つ。握り柄を持つ例もある。  


大形平型粉砕具大形平型粉砕具大形平型粉砕具大形平型粉砕具    （Ｌ４５）    


 大形長円形の礫をそのまま利用した粉砕具であり、磨り痕のみが、一面に残り敲打痕は


認められない。長円形の礫を台上に横にして使用され、中央部分を支点に両端を上下に運


動させて粉砕具に利用される。皿形粉砕台（バタン）と一緒に用いられ、他の粉砕具とは


異なり作業面に敲打痕がなく、植物粉砕に用いられた可能性が高い。  


    


機能機能機能機能グループグループグループグループ２２２２    （（（（狩猟狩猟狩猟狩猟、、、、伐採具伐採具伐採具伐採具））））    


磨製有溝石斧磨製有溝石斧磨製有溝石斧磨製有溝石斧 （Ｌ３１） 


 頭部に一条の溝が横断する。そこに柄をつけて縄で固定し、縦斧として使用する。刃は


両刃で弧状になる。 その主な機能は伐採具と思われるがその他動物解体や、狩猟、


戦闘に使われることも考えられる。 


磨製棍棒頭部磨製棍棒頭部磨製棍棒頭部磨製棍棒頭部    （Ｌ３２）  


 円形や星形の頭部に加工され中心に柄を差し込む為の孔がある。円周は両刃の研ぎ出し


がある場合が多い。 


打製尖頭打製尖頭打製尖頭打製尖頭器器器器    （Ｌ８）   


 剥片を素材として二等辺三角形に調整剥離を施し、両面調整によって断面を薄くレンズ


状に調える。最後に基部に剥離を加え厚みを落としている。 


磨製尖頭器磨製尖頭器磨製尖頭器磨製尖頭器    （Ｌ９）            


 本遺跡からは完形品は出土していないが、欠損品と思われるものが出土している。尖端


部と基部は失われている。剥片を素材として両面とも２面で構成され、中心に稜をもつの


で断面はひし形になる。形状は二等辺三角形か木葉状尖頭器となると思われる。    


投槍器投槍器投槍器投槍器のののの止止止止めめめめ具具具具    （Ｌ４８）    


 J 字形をしたフックで、平坦面を投槍器の棒の端に取り付け、これを投槍の際に槍のシ


ャフトの止め具とする。 


石球石球石球石球    （Ｌ４２）  


 小形球状の円礫をそのまま利用するか球状にするためにわずかに敲打を加えるものも


ある。 


    


機能機能機能機能グループグループグループグループ３３３３    （（（（工作具工作具工作具工作具））））    


大形礫石器大形礫石器大形礫石器大形礫石器    （Ｌ４９）   


 大形礫を利用して、その縁辺の両面から交互剥離をして刃部を作りだしている。大形の


自然礫ではなく、大きな礫剥片を利用する場合もある。    


彫器彫器彫器彫器    （Ｌ１０）  


 厚みのある剥片を素材として周縁に少し加工を施すが定形的な形は作っていない。最後


に作出される数打の彫刻刀面は広く浅い。剥片から作出された彫器とは別に、石英の結晶


である水晶もその尖った先端部を彫刻刀として使用したものと思われる。六角柱状で尖っ


た先端部に使用痕跡があり、その他には二次加工の痕跡はない。  


    







                                         


錐錐錐錐    （Ｌ１１）  


 あまり大きくない剥片を素材として頭部と下端部に 2 分割し、その頭部を使ってさらに


加工を施し、先端を尖らせている。頭部は縦に割っている場合もあり、これは先端を細く


尖らせるための工夫であろう。柄の部分は特に二次加工を施さない。  


掻器掻器掻器掻器    （Ｌ１４）  


 剥片の上端か下端部に掻器の刃をつけるための二次加工が施されるが、刃をつけられる


ことによってその端部は厚みのある鈍角をもつように形成される。  


剥片削器剥片削器剥片削器剥片削器    （Ｌ１３－１）  


 不定形な剥片の縁辺に二次的な加工があるかもしくは顕著な刃こぼれがあるもの。この


タイプは調整された石核から剥離された剥片が素材となっている。 


礫片削器礫片削器礫片削器礫片削器    （Ｌ１３－２） 


 このタイプは礫片（もと礫核石器を石核として再利用したものから剥離された。）を利


用したもので縁辺部に二次的な加工もしくは刃こぼれか磨れによる磨耗がある。機能とし


て引っ掻く、削るなどナイフ的な用途も考えられる。 


鋸歯状掻器鋸歯状掻器鋸歯状掻器鋸歯状掻器（Ｌ１４） 


 厚みのある大形の剥片を素材として、周囲に鋸歯状の刃をつけている。刃の作出は主剥


離面側から背面に向かって打撃を行い、刃が鈍角になるように作られる。 


敲打具敲打具敲打具敲打具    （Ｌ４４）   


 楕円形の礫を利用している例が目立つ。礫は厚く柱状のものと、薄く扁平なものが利用


される。どちらも両端に敲打痕がある。 


礫砥石礫砥石礫砥石礫砥石    （Ｌ３３P）  


 礫素材のものは、原礫のカーブを利用して研磨具としており、表面が摩滅して滑らかに


なっており擦痕が残る例もある。石英質砂岩を利用したものが圧倒的に多い。 


板砥石板砥石板砥石板砥石（Ｌ３３T）         


 板状のものは、三角形あるいは四辺形に整形されており、平坦面に線条痕があったり、


角が摩耗したり、板の側辺部に擦痕が認められる。石材は頁岩、粘板岩などが多い。石製


品や骨、角、貝製品の筋切りに使用したと思われる。 


 


機能機能機能機能グループグループグループグループ４４４４    （（（（紡織具紡織具紡織具紡織具））））    


ピルロピルロピルロピルロ型紡錘車型紡錘車型紡錘車型紡錘車    （Ｌ１８P）    


 ①半球形に整形され、下端は平ら面をもつ。②またその平坦面の近くには一条の刻線が


巡り、③装飾として圏点文がつけられている例が圧倒的に多い。玉類との分別のために、


以上の３点のいずれかが認められれば、紡錘車とした。  


トルテーロトルテーロトルテーロトルテーロ型紡錘車型紡錘車型紡錘車型紡錘車    （Ｌ１８T） 


 薄い円盤形をして中心に穿孔がある土製トルテーロと類似するものと、方形板状に加工


した中心に穿孔のあるものとがある。 


紡錘車紡錘車紡錘車紡錘車((((未成品未成品未成品未成品))))    （Ｌ１９） 


 上述のいずれかを形として持っているが、未だ穿孔がなされていない。 


 


 







                                         


    機能機能機能機能グループグループグループグループ５５５５    （（（（装身具装身具装身具装身具））））    


耳輪耳輪耳輪耳輪    （Ｌ４７）  


 筒型の上端と下端に平縁がつけられ一方が他方よりも幅広の縁がつけられる。        


ペンダントペンダントペンダントペンダント    （Ｌ２０）   


 様々な形象をとる垂飾りとなる形で上端に一つの孔が穿たれるものはこれに分類した。 


ペンダントペンダントペンダントペンダント((((未成品未成品未成品未成品))))    （Ｌ２１） 


 形態はペンダントと同様であるが、未だ穿孔がないもの。  


玉玉玉玉    （Ｌ２２）  


 断面が方形の管玉、断面が円形の丸管玉で、中心に穿孔がある。特に小さい極小玉はビ


ーズとして分類した。 


玉玉玉玉    ((((未成品未成品未成品未成品))))（Ｌ２３） 


 穿孔は未だないが、程度整形されている。 


装身具装身具装身具装身具のののの未成品未成品未成品未成品（Ｌ２４） 


 玉、もしくはペンダントなどの未成品でどれと確定できないもの。 


    


機能機能機能機能グループグループグループグループ６６６６    （（（（特殊器具特殊器具特殊器具特殊器具））））    


彫像彫像彫像彫像    （Ｌ２５）  


 立体的な彫刻品であり、人、動物などの形象をとる。像として形作られなくても、礫に


線刻がある場合もこれに含めた。 


スプーンスプーンスプーンスプーン    （Ｌ２６）                


 身の部分に窪みがあり取っ手として柄がつけられている。 


小容器小容器小容器小容器    （Ｌ３０）  


 小形の壷形の石製品。丁寧に研磨加工されて外面に彫刻を施したものと粗く磨かれただ


けのものがある。  


石皿石皿石皿石皿        （Ｌ５１）                    


 粉砕台としたものとは異なり壁と底部は薄く、同一の厚さに調整され、丁寧に磨り加工


が施されている。石の皿としての機能を優先したと思われる。 


 


機能機能機能機能グループグループグループグループ７７７７    （（（（各種各種各種各種のののの石製素材石製素材石製素材石製素材））））    


剥片剥片剥片剥片    （Ｌ１６）  


 打面をもち、主剥離面にポジティブバルブがある縦長の剥片である。背面の剥離は数面


で形成され並列しない場合が多い。そのままナイフか削器として使用されたり、何らかの


加工が施されて別の石器の素材となる。    


角柱状素材角柱状素材角柱状素材角柱状素材（Ｌ２７）      


 剥片を剥離するための石核と形状が似るが、剥離面に打面、ネガティブバルブなどがな


く平坦面をなす。四角形、六角形など柱状であることが多い。石核と異なり自然面が残さ


れている例が少ない。  


円錐状素材円錐状素材円錐状素材円錐状素材    （Ｌ２８）  


 全体として円錐状に磨かれている。石材は軟らかいものを利用している。磨きは簡単で


あり、線刻が施されているものもある。小形石製品の素材となった可能性もある。    







                                         


そのそのそのその他他他他のののの素材素材素材素材    （Ｌ２９）  


 上述の素材に入らない不定形の石材であり、ペンダントとか玉の未完成品とも確定でき


ないもの。加工が始まっているものも入る。もしくは砕いて顔料とする可能性のあるもの


も入れた。珪化粘土化岩が多くそれらは装身具、紡錘車、小さい彫像の素材となっている。


大形石製品大形石製品大形石製品大形石製品のののの素材素材素材素材    （Ｌ４１）  


 大形の角柱状の石製品で一面に溝冽が刻まれたものがあり、これは表面整形のためにノ


ミ状工具で彫った痕跡ではないかと思われる。その他、大形の円柱状の石製品もあるが、


これも表面は敲打痕が残っている。石彫か建築材などの未加工品か不明である。 


 


機能機能機能機能グループグループグループグループ 7777    （（（（そのそのそのその他他他他    ））））    


カナルカナルカナルカナル入入入入りりりり口口口口（Ｌ４６）      


 平たい自然礫を利用し中心部にカナル注水口をもつ。穴のあいてしまった大形の粉砕台


を反対側から穿孔して利用する例も見られる。 


パレットパレットパレットパレット型多孔石型多孔石型多孔石型多孔石    （Ｌ５２）                                


 全体の形状は直方体で平坦面の中央に大きめの四辺形の凹みがあり、周囲に小さい凹み


を並べている。黄色、赤色の顔料が付着したものもありパレットとして使用された可能性


がある。 


石核石核石核石核    （Ｌ１５）  


 短い円筒か円錐に近い形状に調整加工され、周囲にネガティブバルブをもった剥離痕を


残している。あるいは原礫の自然面を残しているものもある。剥片をそこから作出するた


めの母胎となる。これらの中には、最終的な残核として捨てられたものもあると思われる。 


砕片砕片砕片砕片（Ｌ１７）      


 形態や大きさが多様な石片である。剥片剥離作業の過程で、打撃の失敗などで出来る剥


片や、二次加工の際に作出される小さい剥片およびその他石器から何らかの理由で偶発的


に剥離された剥片などを含む。  


                                


３３３３．．．．クントゥルクントゥルクントゥルクントゥル．．．．ワシワシワシワシ遺跡出土遺跡出土遺跡出土遺跡出土のののの骨骨骨骨・・・・貝製品貝製品貝製品貝製品    


骨・貝製品についても石器と同様に打製と磨製の技術が存在したであろうが、本遺跡に


おいては基本的に磨製骨器である。分類に当たっては、骨材と貝材の材質による区別を行


ない、さらに形態によって分類した。材による分類によってその機能がかなり限定されて


しまう為か、装身具の多くは貝製であり、紡織具、特殊器具、狩猟具は骨材によるもので


ある。形態による分類においては、骨・貝材の加工技術としての磨製、彫刻の有無、黒色


化、切断痕などを観察主眼とした。 


骨・貝製品も類推される機能からグループ分けを行ったが、機能グループ 1「粉砕具」、


3「工作具」の欠如が見られる。 


 


 


 


 


 







                                         


表 5-2 骨・貝製品のタイプ一覧表 


機能グル－プ タイプ番号 タイプ名 


2 狩猟具 B28 骨製投槍器 


4 紡織具 B12 骨製杼 


  B14 骨製孔付き杼 


  B9 骨製針 


  B11 骨製針かもしくはピンの破片 


  B31 針、ピンの未成品 


  B15-1 瓜形骨製ヘラ 


  B16 骨製孔付きヘラ 


  B20 骨製錐（精製） 


  B21 骨製錐（粗製） 


5 装身具 B1 貝製角平型管玉完成品 


  B2 貝製角平型管玉未成品 


  B5 貝製丸型管玉完成品 


  B6 貝製丸型管玉未成品 


  B7 貝製小形玉 


  B8 貝製小形玉未成品 


  B33 極小玉（ビーズ） 


  B10 骨製ピン 


  B29B 骨製ペンダント 


  B29C 貝製ペンダント 


6 特殊器具 B15-2 爪形骨製ヘラ 


 B15-3 長方形骨製ヘラ 


 B17-1 骨製凹み形ヘラ精製 


 B17-2 骨製凹み形ヘラ粗製 


  B18-1 鹿角製スプーン 


 B18-2 骨製スプーン 


 B18C 貝製スプーン 


 B19 骨製小形スプーン 







                                         


B23-1 装飾付き骨製管 


B23-2 骨製管 


B24 ストロー状骨製管 


B25 刻線付き骨製管 


B26 刻線付き骨製管（焦げた痕跡がある） 


B27 骨製小板 


B22 小形骨製リング 


  


  


  


  


  


  


  


B32ｓ スポンディルス製短冊形貝製品 


7 素材 B30 骨角製品の素材 


  B32 貝製品の素材 


8 その他 B0 B1 から B33 に分類できないもの 


 


 以下に個々の骨・貝製品のタイプの特性を記述する。 


 


機能機能機能機能グループグループグループグループ 1111（（（（狩猟具狩猟具狩猟具狩猟具））））    


骨製投槍器骨製投槍器骨製投槍器骨製投槍器    （B28） 


 石製、土製の投槍器の止め具と同様、J 字形の投槍器用のフックである。より新しい時


期になると、大小２形態が出現し、２つ１組で使用されていたと思われる。 


 


機能機能機能機能グループグループグループグループ 2222（（（（紡織具紡織具紡織具紡織具））））    


骨製杼骨製杼骨製杼骨製杼    （B12）    


 刀子形の骨製品で表面がよく磨かれている。先端は尖っているが片方の端は平坦になって 


いる。両辺のうち、片側は直線的でもう一方はカーブを持っている。製織の際に横糸を整 


えるために使用されたと思われる。 


骨製孔付骨製孔付骨製孔付骨製孔付きききき杼杼杼杼    （B14）    


 小さめの刀子形の骨製品で、表面がよく磨かれており頭部に穿孔が一つある。頭部には 


木の葉形の飾りがつけられたものもある。 


骨製針骨製針骨製針骨製針    （B9）    


 頭部に糸を通すための孔があり、先端が尖っている。身部の断面が円形となる例が多い。 


長さは長短様々にあり、また太さも変異の巾がある。縫製に使用されたと同時に製織の 


際に緯糸の目をひろい紋織りをする為に使用されたのではないか。 


骨製針骨製針骨製針骨製針かもしくはかもしくはかもしくはかもしくはピンピンピンピンのののの破片破片破片破片    （B11） 


 針、もしくはピンの先端部の破片はこの中に分類される。 


針針針針、、、、ピンピンピンピンのののの未成品未成品未成品未成品    （B31） 


 先端を尖らせている。頭部や身部に損傷はないが、磨きが未だ始まっていないと思われ 







                                         


るものもある。頭部に穿孔がないので針の未成品なのか、ピンの未成品なのか不明。    
    


瓜形骨製瓜形骨製瓜形骨製瓜形骨製ヘラヘラヘラヘラ    （B15-1） 


 ヘラはかなり様々な形態がある。形の違いから３種類に分けた。その中で、タイプ１は 


瓜状の形のものがあり、表面はよく研磨されている。先端は尖っているが、反対側は丸 


みを帯びた先が薄く加工されている。黒色化されたものもある。 


骨製孔付骨製孔付骨製孔付骨製孔付ききききヘラヘラヘラヘラ    （B16）    


 ヘラのタイプ 15-1 と同様の形が多いが、小さめで頭部に一つ穴が穿たれている。木葉形 


に装飾した頭部の孔付きヘラもある。 


骨製錐精製骨製錐精製骨製錐精製骨製錐精製    （B20）    


 骨を利用した錐で先端部は尖っている。全体をよく磨いて加工している。製織の際に織物 


を固定するために使われたと思われる。対象が軟らかい物質に限られ、石製錐とは異なり 


目打ち（千枚通し）のような機能の可能性がある。その先端部の形態から刺突具としての 


機能を有しモリや槍先の可能性もある。しかし、他の骨製用具との用途可能性から、紡織 


具のグループとした。 


骨製錐粗製骨製錐粗製骨製錐粗製骨製錐粗製（B21）        


 骨を利用した錐で、先端部のみを磨って細く尖らせており、その他の部分は整形してい


ない。長骨からとれるスパイラル剥片を利用したものが多い。 


    


機能機能機能機能グループグループグループグループ 3333（（（（装身具装身具装身具装身具））））    


貝製角平型管玉貝製角平型管玉貝製角平型管玉貝製角平型管玉    （B1）    
 


 スポンディルス貝製の玉であり、断面が四角形と長方形のものがある。管としたものは計 


測値が口径より長さの数値が大きいものを管玉とした。 


貝製角平型管玉未成品貝製角平型管玉未成品貝製角平型管玉未成品貝製角平型管玉未成品    （B2）    


 穿孔はされている。中間部は磨かれているが、両端に上下からの切断痕がありバリとして 


残る。バリの付いたものを未成品としたのは、墓の副葬品の中にバリの付いた玉製品が確 


認されていないためである。 


貝製丸型管玉貝製丸型管玉貝製丸型管玉貝製丸型管玉    （B5）    


 断面が円形のスポンディルス貝製の管玉 


貝製丸型管玉未成品貝製丸型管玉未成品貝製丸型管玉未成品貝製丸型管玉未成品    （B6）    


 穿孔があり、両端に上下からの切断痕としてバリが残るもの。 


貝製小形玉貝製小形玉貝製小形玉貝製小形玉    （B7）    


 管玉にはならない玉であり、断面は、四角形、長方形、円形となるスポンディルス貝製の玉。 


貝貝貝貝製小形玉未成品製小形玉未成品製小形玉未成品製小形玉未成品    （B8）    


 スポンディルス貝製管玉以外の玉製品の未成品であり、殆どのものがバリ付きである。 


 







                                         


極小玉極小玉極小玉極小玉（（（（ビーズビーズビーズビーズ））））    （B33）    


 スポンディルス貝製の丸い極小の玉であるが、①平たい円形の中央部に孔があり、断 


面は長方形で、整形はあまり丁寧ではない。円筒形の玉を輪切りにしたような形②極小 


の円筒形の縦軸方向に穿孔があるもの。③米粒形をしたビーズで縦軸方向に穿孔されて 


いる。の３種類が大量に認められる。この極小玉には未成品と思われるものはない。 


骨製骨製骨製骨製ピンピンピンピン    （B10）    


 頭部に孔がなく、先端が尖っている棒状の骨器。身部の断面は円形か楕円形に加工され 


る。頭部に装飾として刻線文様、ジャガー頭部、スプーン形、三角形、鎖形、手の形な 


どがつけられる。 


骨製骨製骨製骨製ペンダントペンダントペンダントペンダント    （B29B）    


 様々な形をした垂れ飾りで、上端部に穿孔が一つもしくは二つある。 


貝製貝製貝製貝製ペンダントペンダントペンダントペンダント    （B29C）    


 様々な形をした垂れ飾りで、上端部に穿孔が一つもしくは二つある。    


    


機能機能機能機能グループグループグループグループ 4444    特殊器具特殊器具特殊器具特殊器具    


爪形骨製爪形骨製爪形骨製爪形骨製ヘラヘラヘラヘラ    （B15-2）    


 タイプ２としたものは爪形をした短いもので内側は少し窪み、外側は湾曲しており、瓜形ヘラ 


と比べると厚みがある。    


長方形骨製長方形骨製長方形骨製長方形骨製ヘラヘラヘラヘラ    （B15-3） 


 タイプ３としたもので、全体にスキー板状をした長方形で平らな細い形で、よく磨かれて 


おり両端部は薄く整形している。    


骨製凹骨製凹骨製凹骨製凹みみみみヘラヘラヘラヘラ精製精製精製精製    （B17-1） 


 長骨の窪みを利用したヘラであるが、細い長管骨を利用した窪みの深いヘラであり、スプ 


ーンのように身と柄との間に壁はない。両面ともよく研磨している例が多く、黒色化した 


ものも認められる。 


骨製凹骨製凹骨製凹骨製凹みみみみヘラヘラヘラヘラ粗製粗製粗製粗製    （B17-2）    


 長骨の窪みを利用したヘラで、比較的大形である。頭部に四肢骨の骨端部や海綿質など骨 


材の痕跡がのこる。 


骨角製骨角製骨角製骨角製スプーンスプーンスプーンスプーン    （B18-1）    


 鹿角を利用したスプーン。角の基部を掬うための身に、角枝部を柄に作っている。 


骨製骨製骨製骨製スプーンスプーンスプーンスプーン    （B18-2） 


 基本的に掬う機能の身の凹みがあり、柄との間に壁があるものをスプーンとした。凹み 


は比較的浅いものと深いものとがある。 


骨製小形骨製小形骨製小形骨製小形スプーンスプーンスプーンスプーン    （B19）    
    
 長骨を利用したスプーンで全体が細長い板状のスプーン。長方形の凹みをつけて掬う 


機能部分をつくっている。時にこの凹みは両端につけられる。 


 







                                         


装飾付装飾付装飾付装飾付きききき骨製管骨製管骨製管骨製管    （B23-1） 


 B23 の中には、管の両端の縁に鋸歯状の刻みを入れ、その後胴部中央に１個の孔を入れ、 


反対側の面から２個の穿孔がある例が特徴的に認められた。表面はよく磨かれている。 


骨製管骨製管骨製管骨製管    （B23-2） 


 Ｂ23-1 に入らないものであり、細長い円筒形の管で、獣四肢骨の両端を切断し、芯は中空 


にしており、表面も丁寧に整形している。このタイプには鳥の四肢骨を利用したものもあ 


り、骨製管玉としての装身具の可能性と、製織の際に骨製錐と組み合わせて織物を留める 


機能も考えられる。 


ストローストローストローストロー状骨製管状骨製管状骨製管状骨製管    （B24）    


 ストロー状の細長い管で、鳥の四肢骨を利用したものもある。芯は中空にし、表面は丁寧 


に整形している。 


刻線付刻線付刻線付刻線付きききき骨製管骨製管骨製管骨製管    （B25）    


 細長い円筒形の管であるが、B23,B24 とは異なり、大き目の四肢骨を利用している。幾何学 


模様や牙を持ったジャガーの顔などの線刻画が全面につけられる。ヒト大腿骨、もしくは上 


腕骨を利用した例が数例か確認された。 


刻線付刻線付刻線付刻線付きききき骨製管骨製管骨製管骨製管（（（（焦焦焦焦げたげたげたげた痕跡痕跡痕跡痕跡があるがあるがあるがある））））    （Ｂ26）    


 細長い円筒形の管であり、Ｂ25 と同様に線刻画が全面につけられヒト大腿骨、もしくは上腕 


骨を利用しているが、焼けているもの。 


骨製小板骨製小板骨製小板骨製小板    （B27）    


 角丸正方形もしくは角丸長方形の板で表裏ともよく磨かれる。短辺の縁を薄く作っている。 


小形骨製小形骨製小形骨製小形骨製リングリングリングリング    （B22）    


 円形の輪状のリング 


短冊形短冊形短冊形短冊形スポンディルススポンディルススポンディルススポンディルス貝製品貝製品貝製品貝製品    （B32ｓ）    


 スポンディルス貝製の貝製品で、殻頂部分は切り離し、長方形の板状に整形している。周 


縁部も磨り切りによって整形し、表面は貝の特徴である突起は削られており平滑化してい 


る。 


 


機能機能機能機能グループグループグループグループ５５５５素材素材素材素材    


骨角製品骨角製品骨角製品骨角製品のののの素材素材素材素材    （B30）    


 骨角器の素材として捉えられるものは、2 つのタイプがある。完成品が未確定であるが、 


骨角財を割ったり、切断などをしている痕跡が残る。この場合何らかの人為痕があるもの 


を素材としたが、素材として活用されて廃棄された可能性のあるものも含めた。もう一つ 


のタイプは板状中間素材と捉えたもので、獣骨の中手足骨を利用して骨製ヘラ（B15-3）、 


骨製小形スプーン（B19）などの細い長方形の製品や針、ピンなどの棒状の素材として用意 


されたものである。 


貝製品貝製品貝製品貝製品のののの素材素材素材素材    （B32）    


 完成品が未確定であるが、二枚貝の蝶番部分は既に切り離されており、殻頂部や腹縁部など 







                                         


を切断したチョロ貝、あるいは巻貝の殻頂部分に穿孔があったりするもので製品素材を準備 


していると考えられる。 


 


４４４４．．．．土製品土製品土製品土製品ののののタイプタイプタイプタイプ分類分類分類分類    


 土製品は、土器を除いた土で製作された遺物を総称している。土器以外の土製品は、そ


の製作上の方法から２種類に区分できる。つまり、焼成されたもの（Ａ）、非焼成（Ｂ）の


ものである。本遺跡の非焼成の土製品は、イドロ（土製の人形）や粘土塊に何か溝状の印


刻があるものなどが認められているが、他の多くは焼成品である。さらに、焼成品は、焼


成前に成形されたもの（Ａ-1）と焼成された土器片を加工して再利用したもの（Ａ-2）と


に分けられる。素材の違いである。また、機能グループは 1「粉砕具」、7「素材」が欠如


している。 


 


表 5-3 土製品のタイプ分類表 


機能グループ タイプ番号 タイプ名        素材 


2 狩猟具 D5 投槍器のフック     Ａ-2 


3 工作具 D14 土製砥石        Ａ-2 


4 紡織具 D1Ｔ 紡錘車トルテーロ型   Ａ-2 


  D1P 紡錘車ピルロ型     Ａ-1 


  D2 紡錘車未成品      Ａ-2 


  D11-1 土器片錘        Ａ-2 


  D11-2 円筒型土錘       Ａ-1 


  D12 土錘（未成品）     Ａ-2 


5 装身具 D10 土製玉         Ａ-1 


6 特殊器具 D4 ヘラ          Ａ-2 


  D7 土偶          Ａ-1 


  D8 スプーン        Ａ-1 


  D13 ミニチュア土器     Ａ-1 


  D15 鏡形土製品       Ａ-2 


8 その他 D6   土器具象物の破片    Ａ-1 


  D9 土製管         Ａ-1 


  D0 その他         Ａ-2、Ｂ







                                         


 以下に個々の土製品タイプの特性を説明する。 


機能機能機能機能グループグループグループグループ 2222    狩猟具狩猟具狩猟具狩猟具    


投槍器投槍器投槍器投槍器のののの止止止止めめめめ具具具具    （D5）    


 石、骨を素材にした場合と同様に J 字形の器形に土器片を再利用して加工された投槍器


の止め具。 


 


機能機能機能機能グループグループグループグループ 3333    工作具工作具工作具工作具    


土製砥石土製砥石土製砥石土製砥石    （D14）    


 ほぼ四辺形をしており、側辺部に辺に沿って平行する擦痕がつくが、その平坦面（もと


の土器の表裏面）にはない。土器片を利用して骨、角、貝などの製品を磨くために使用し


たものと思われる。 


 


機能機能機能機能グループグループグループグループ 4444    紡織具紡織具紡織具紡織具    


紡錘車紡錘車紡錘車紡錘車トルテーロトルテーロトルテーロトルテーロ型型型型    （D1T）    


 完形品から土器片の再利用したものであることが明確である。土器片をほぼ丸く打ち欠


いてから円周を磨って更に滑らかにしている。次に穿孔を始める。穿孔は表裏両面から行


なう。大きさにはかなり幅がある。径 1.8cm から 6.3cm まであり、土器片の厚さによって


重さも異なる。 


紡錘車紡錘車紡錘車紡錘車ピルロピルロピルロピルロ型型型型    （D1P）    


 焼成前に文様を施し、穿孔をしており土器片を再利用した例はない。形態は石製のピル


ロ型紡錘車と同様に、①半球形をして下端は平旦面をもち、②胴部下半に沈線を一条巡ら


せる③装飾として圏点文をつける。のうち、どれか１点を持つものをこのタイプとした。 


土器片錘土器片錘土器片錘土器片錘    （D11-1）    


 土器片の再利用。土器片をほぼ円形に整形した後、両端中央に溝を施す。土錘としたも


のが何のための錘かは不明である。    


円筒型土錘円筒型土錘円筒型土錘円筒型土錘    （D11-2）    


 焼成前に円筒形に作られた土錘 


土錘未成品土錘未成品土錘未成品土錘未成品    （D12）    


 土器片を再利用したものであるが、トルテーロ型のような円形にはならず、溝も掘られ


てはいない。 


 


機能機能機能機能グループグループグループグループ 5555    装身具装身具装身具装身具    


土製玉土製玉土製玉土製玉    （D10）    


 丸玉、棗玉などの形態をしており、装飾用の玉類と考えられる。 


    


機能機能機能機能グループグループグループグループ 6666    特殊器具特殊器具特殊器具特殊器具    


ヘラヘラヘラヘラ    （D4）    


 土器片を利用して扇形に加工し、周縁部は磨って滑らかにしている。土器胴部の湾曲を


利用して物を掬うための作業部を作り、先端部は薄く加工している。 


    







                                         


土偶土偶土偶土偶    （D7）    


 人、動物形象の立像。完全形は墓以外には未確認。 


スプーンスプーンスプーンスプーン    （D8）    


 全形が窪みのある身の部分と握るための柄の部分とに作り分けられている。 


ミニチュアミニチュアミニチュアミニチュア土器土器土器土器    （D13）    


 鉢形、鐙型土器などのミニチュアで、鐙型土器の場合は中が空になっておらず器として


は利用できない。 


鏡形土製品鏡形土製品鏡形土製品鏡形土製品    （D15）    


 出土しているのは 1 例のみである。直径 10cm 以上ある円板形で、円周は磨られており


土器片を加工したものと思われる。表面はよく研磨された黒色研磨土器の底部を利用して


いる可能性がある。    


    


機能機能機能機能グループグループグループグループ 7777    そのそのそのその他他他他    


土器具象物土器具象物土器具象物土器具象物のののの破片破片破片破片    （D6）    


 土器に装飾として貼り付けられた人の顔、鳥などの動物形象で、土偶の一部の可能性も


ある。。。。    


土製管土製管土製管土製管    （D9）    


 装飾用ではない土製の管と思われるもの。 


そのそのそのその他他他他    （D0）        


 D1 から D15 に分類できないもの。 


    


５５５５．．．．金属製品金属製品金属製品金属製品ののののタイプタイプタイプタイプ分類分類分類分類    


 金属製品は、墓の副葬品として、装身具がかなり出土しているが、墓以外には 140 点ほ


どが出土している。その殆んどは紡織具（M3）と装身具（M5）であり、「破砕具」、「狩猟


具」、「工作具」、「素材」に分類される機能グループは欠如している。加工法としては、基


本的に全て鍛造である。 


 


表 5-4 金属製品のタイプ分類表 


機能グループ 
タ イ プ 番


号 
タイプ名 


M3 銅製針 
4 紡織具 


M6  銅製針/ピン 


 M4  金製装飾品 
5 装身具 


 M5  銅製ピン 


M1  銅製トゥミ型ナイフ 
6 特殊器具 


M2  銅製小板 


8 その他 M0 M1 から M5 に分類できないもの 


    







                                         


 以下に個々の金属製品のタイプ特性を説明する。 


    


機能機能機能機能グループグループグループグループ 4444    紡織具紡織具紡織具紡織具    


銅製針銅製針銅製針銅製針 （M3）    


 先端の尖った棒状の金属の頭部に糸を通すための穴が一つある。身部は断面が円形か楕


円形をしている。破損品の外面観察では中に角柱状の心棒を入れて薄板を巻いた作りのも


のがある。針孔の作り方には 4 種ある。（後述）   


銅製針銅製針銅製針銅製針////ピンピンピンピン （M6）    


 針もしくはピンと同様に棒状であり、先端部は尖っている。頭部は欠損しているため、


針かピンのどちらかの可能性がある。 


 


機能機能機能機能グループグループグループグループ 5555    装身具装身具装身具装身具    


金製装飾品金製装飾品金製装飾品金製装飾品 （M4）    


 金製の装飾品は、墓の副葬品以外にはあまり認められないが、小さい数点が出土してい


る。金板を角形に切り抜いた後、叩いて八の字文様を打ち出したり、孔を開けたりした垂


れ飾りなどがある。 


銅製銅製銅製銅製ピンピンピンピン （M5）    


 針と類似した形態で頭部に孔はなく、階段文様に切り抜いた頭部など様々な頭部装飾を


行なっている。 


機能機能機能機能グループグループグループグループ 6666    特殊器具特殊器具特殊器具特殊器具    


銅製銅製銅製銅製トゥミトゥミトゥミトゥミ型型型型ナイフナイフナイフナイフ （M1）    


 撥形をした薄手の（厚み 0.5 から 1mm）トゥミ型ナイフの形を模したものであり、頭部


に孔が一つある。 


銅製小板銅製小板銅製小板銅製小板 （M2）    


 薄い銅製の板を魚などの形にした小板。 


 


機能機能機能機能グループグループグループグループ 8888    そのそのそのその他他他他    


 M1 から M6 までにはいらないもの。 


 


金属製針孔の作り方 


 4 種類に分類できる。時期的な関係は確実ではないが、D 型が CP 期に、A 型が ST/CAJ


期に比定される層より出土しており、A型がD型より新しいと言える（付録DVD: Plate 1)。 


A 型 中に芯となる金属棒があり、それを薄い板状の金属で包んでおり、その薄い板状の


角端を熨斗状に折りたたんだ上、先端の三角部分を折り返して針孔を作っている。 


B 型 A 型と同じように薄い金属板で包み、先端は折り込まずに三角形に飛び出した部分


に孔を穿っている。この実例はピンの頭部装飾に見られる 1 例だけである。 


C 型 丸紐状に作られた身の部分の頭部をおりまげて孔としている。この孔の作り方は、 


運針の際に緯糸にひっかかる可能性があるので、これが針かどうかは不明。 


D 型 頭部を平坦に叩き、そこに孔を穿っている。 







                                         


 


 


６６６６．．．．クントゥルクントゥルクントゥルクントゥル・・・・ワシワシワシワシ遺跡出土遺跡出土遺跡出土遺跡出土のののの遺物分類遺物分類遺物分類遺物分類のののの結果結果結果結果－－－－大基壇出土大基壇出土大基壇出土大基壇出土のののの遺物遺物遺物遺物からからからから－－－－    


 これまでの全遺物分類の結果、本遺跡で特徴的と思われる点を大基壇出土の遺物構成の


観点から述べる。 


 


６６６６----１１１１．．．．大基壇出土大基壇出土大基壇出土大基壇出土のののの石製品遺物構成石製品遺物構成石製品遺物構成石製品遺物構成    


 


表 5-5 大基壇出土石製品機能別数 


 機能    1    2    3   4    5    6   7    8     


 グループ 粉砕具  狩猟、  工作具  紡織具  装身具  特殊具  素材   その他   合計 


  伐採具 


 出土数  861   263  937  120   403   84   1362    1982   5228 


         グラフ 


     


  


主基壇出土石器機能別比


1(粉砕具）
14%


2(狩猟、伐採具


具）4%


3(工作具）
14%


7(素材）
18%


8（その他）
26%


6(特殊器具）


1%


5装身具）


21%


4(紡織具）
2%


1(粉砕具）


2(狩猟、伐採具）


3(工作具）


4(紡織具）


5装身具）


6(特殊器具）


7(素材）


8（その他）


        


 


 上記の表とグラフからおよそ次の 3 点が指摘できる。 


1. クントゥル・ワシ遺跡の主基壇から出土している石製品の中で「装身具」「素材」と「そ


の他」と分類された遺物の比率が高いことである。「装身具」の内訳はカナルへの奉献とさ


れたクリソコラのビーズ玉（L22）が 888 点あり、それがかなりの割合を占めている。こ


のビーズ玉から見ても分る通り、装身具は個人的な所有物ではなく共有物であり、これが


個人的な身体装飾ではなく、儀式的な行為と関係したものであることを示唆していると思


われる。 


2. 「素材」の内訳は剥片（L16）とその他の素材（L29）であるが、この L29 とは、角


柱状、円錐状など定形化したものではなく、何かしら形作ろうという加工が始まっている


というタイプの石器である。この加工が始まっている素材の石材の多くは珪化粘土化岩が


圧倒的に多い。恐らく、装身具、織り具、特殊器具としたタイプﾟの石器へと加工されてゆ







                                         


くものと思われる。剥片はメノウがかなりの部分を占めている。どちらも中間素材と呼べ


るかもしれない。この二者が「素材」の 80％近くを占める。また、「その他」の内訳には


砕片（L17）が入っており、これは剥片剥離過程において廃棄されたと思われる石屑であ


るが、これも「その他」のうちの 50％以上を占めている。こうした、「工作具」、「素材」、


「その他」などの内容を検討してゆくと、遺物が示す作業内容は、生産活動を示している。


つまり中間素材である剥片（L16）の大量出土から工作具（L10,L11,L12,L13、）が生産目


的物と考えられ、その他の素材（Ｌ29）からは石製紡織具、装身具、特殊器具の製作がさ


れ、出来上がった工作具を使って骨角貝器の製作を行なったという一連の活動を示してい


る。 


3. 次に粉砕具の出土率も高いことも神殿活動の内容を示す要素と考えられる。粉砕具は


粉砕台とともに二つの道具が組み合わされて作業される。個別資料の観察中に、両者に土


壌と混じって石灰と思われる白い粉状のものが付着している例が目についたが、今回の整


理では実際の数量を数えなかった。ただし、今後の検討資料とするため、水洗を行なわず


に注記処置だけをして残した資料もある。これらは、神殿更新の際の石灰粉末化に使用さ


れたものと、植物資源を粉末化したものと異なる使用途が考えられる。多くは、石灰の粉


末化に使用されたのではないかと思われるが、大形平型粉砕具（L45）としたタイプは明


らかに植物資源の粉砕用と考えられる。 


 


６６６６----２２２２．．．．大基大基大基大基壇出土壇出土壇出土壇出土のののの骨骨骨骨．．．．貝製品貝製品貝製品貝製品のののの遺物構成遺物構成遺物構成遺物構成    


 


表 5-6 大基壇出土骨．貝製品機能別数 


機能     2    4    5    6     7    8       


グループ  狩猟具 紡織具  装身具  特殊器具  素材   その他  合計 


出土数   19   1126   1220   296   417   40   3118 


 


   グラフ 


  


 
大基壇出土骨．貝製品機能別比


5装身具


40%


6特殊器具


9% 4紡織具


36%


7素材


13%


8その他


1%
2狩猟具


1%


2狩猟具


4紡織具


5装身具


6特殊器具


7素材


8その他


 







                                         


骨角貝器のタイプ分類によっても、特徴的な構成をもっていると考えられた点が 2 点あ


る。「装身具」、「紡織具」の多さと「特殊器具」の存在である。 


1. 紡織具は、骨製針、ヘラなどと同様に、石製紡錘車、土製紡錘車が大量に出土している。


これらの道具から繊維を紡ぎ、布を織っていたとことが考えられる。ヘラは、タイプ分類


の章において説明したが、刀子形をした杼とともに、先端が尖ったものを織り具とした。


また、針は「織り具」に含めたが、製織用と縫製用とが、混在している可能性はある。ま


た、現在のところ、クントゥル・ワシ遺跡の布繊維の出土は銅製品（墓の副葬品）に付着


した木綿が確認されているのみであるが、布の原材料として利用された繊維は、その骨が


大量に出土しているラクダ科動物の獣毛は想定できる。 


2. 更に特徴的であると思われる出土品は機能グループで「特殊器具」としたタイプ類であ


る。これらは、実際には具体的な機能は想定できない。数種のヘラ、細い管、彫刻のある


管、焼けた管、精巧なジャガーの文様が彫刻されたスプーンなど、日常具とは考えられな


い器具類である。しかしこれらが、神殿内（もしくは神域内）で発掘された遺物であると


考えれば、それが神殿で行なう儀式に関連した器物であるという想定は出来る。また、装


身具は、発掘時においてカナルへの奉献と床下への奉納という確認がなされている。神殿


で発掘されたという事実から個人的所有物ではなく集団行為の為の用具という捉え方がで


きるという可能性を先述した。「装身具」という機能分類は、多くは「特殊器具」の目的を


持ったものである可能性は高い。装身具の 1220 点の多くはスポンディルス貝製の玉が殆


んどであり、海岸地域からの搬入である。この貝の玉類については後述する。 


 


６６６６----３３３３．．．．大基壇出土大基壇出土大基壇出土大基壇出土のののの土製品土製品土製品土製品のののの遺物構成遺物構成遺物構成遺物構成    


  


 表 5-7 大基壇出土土製品機能別数 


機能 2 狩猟具 3 工作具 ４紡織具 5 装身具 6 特殊器具 8 その他 計 


出土数 3 11 527 4 75 131 751 


 


 土製品においても「紡織具」と「特殊器具」が神殿機能の傾向を示している。「粉砕具」、


「素材」の機能にあたるものが欠如しているのは当然であるが、実際には遺跡には土製品


の素材の多くを占める土器片は豊富にあるものである。紡錘車はトルテーロ型とピルロ型、


紡錘車未成品を合計すると 512 点になるが、その他に土錘としたタイプがわずかに出土し


ている。ここで、注目されるのは、焼成前に成形しなくてはならないピルロ型の紡錘車の


出土である。石製紡錘車のタイプ要件を 1、玉のような形態であるが、下端が平坦面であ


る。2、胴部に沈線が巡る。3、圏点文をもつ。という３点とした。この土製品にもその条


件を満たすものが存在した。ピルロ型紡錘車には、石製、土製であっても共通の必要条件


があったと考えられる。 


 


６６６６----４４４４．．．．大基壇出土大基壇出土大基壇出土大基壇出土のののの時期別遺物構成時期別遺物構成時期別遺物構成時期別遺物構成    


クントゥル・ワシ遺跡においては、ID 期,KW 期,CP 期,ST 期,CAJ 期の 4 時期に渡って


遺跡が存続していたことが判明している。神殿建築も各時期内で数フェイズの変化があっ


たという。しかし、遺物においては未だ直接建築と結びつけて時間的な変化を追うことが







                                         


できない。その為、時期が確定できる層から出土した遺物を神殿が機能していた 3 時期に


限り、機能別グループの時間的な経過を追い、神殿活動の量的かつ質的な変化を見た。 


以下に時期別の遺物構成の表で説明する。 


 


表 5-8 石製品機能別出土数 


    機能 


 


 時期 


1 


(粉砕具） 


2 


(狩猟、 


伐採具） 


3 


(工作具） 


4 


(紡織具） 


5 


(装身具） 


6 


(素材） 


7 


(特殊具） 


8 


(その他） 


計 


 ID 期 4 0 10 0 3 4 0 23 44 


 KW 期 30 24 50 6 19 76 3 141 349 


 CP 期 148 44 194 34 65 431 17 601 1534 


 合計 182 68 154 40 87 511 20 765 1927 


 


KW 期と CP 期との比較で見た場合、遺物総数の差は画然としている。約 3.5 倍の出土


数になっている。 「粉砕具」「工作具」「素材」「その他」の機能グループが CP 期に増大


しているのは、先に見た大基壇全体の遺物出土数と同様の傾向を示している。「紡織具」と、


「特殊器具」が他の機能グループに比して出土数が少ないように見えるが、次の骨・貝製


品の遺物との関連でみると、道具の素材によるものであることが判明する。ここで KW 遺


跡大基壇全体の出土率と同傾向であった「粉砕具」の使用途であるが、CP 期の神殿更新


と結びつけて、石灰粉砕のための道具であろうという見方は首肯できる。 


ただし、膨大に出土した装身具が時期別比に入ってこないため、「装身具」の比率は落


ちている。 


 次に骨・貝製品について見てみる。 


 


表 5-9 骨・貝製品機能別出土数 


 時期  2 狩猟具 4 紡織具 5 装身具 6 特殊器具 7 素材 8 その他 計 


 ID 期 0 16 4 4 8 0 32 


 KW 期 3 84 144 38 41 7 317 


 CP 期 3 187 184 65 57 5 501 


 計 6 287 332 107 106 12 850 


 


骨角貝器の KW 期と CP 期の比較で見ると遺物数が CP 期に増大しているのは石器の場


合と同様であるが、機能グループごとの対比で見ると、「装身具」、「特殊器具」が、かなり


増大しているのに対して、紡織具と素材の比率はそんなに増大していないようである。こ


れらの遺物が神殿の活動を正確に反映しているとは限らないにしても、「装身具」と「特殊


器具」の増大は、ＣＰ期になって神殿機能が変化した現われかも知れない。 


 


６６６６----５５５５．．．．機能機能機能機能グルグルグルグループープープープ内内内内のののの細見細見細見細見    


○ 石製品機能グループ 1「粉砕具」の内訳 







                                         


機能グループ 1「粉砕具」とは粉砕台も含めて粉砕具としているが、ここではその上面で


粉砕運動をする道具類 L1 から L7、L45 を取り上げる。機能がどう分化しているのかが、


時期別にとりあげることによって、伺えるかどうかその内訳を取り上げたのが、以下の表


である。 


 


 表 5-10 時期別 「粉砕具」の出土数       


 時期 L1 L2 L3 L5 L6 L7 L45 計 


 ID 期 0 0 0 0 0 1 0 1 


 KW 期 14 1 3 0 1 2 0 21 


 CP 期 45 9 25 4 1 12 0 96 


 ST 期 35 3 14 1 1 3 1 58 


 合計 94 13 42 5 3 18 1 176 


 


CP 期に出土数が増大するのは他の遺物と同様である。L1 から L7、のなかで他の時期


では少ないのに、CP 期にかなり出土しているのが、Ｌ１平型粉砕具 A（非加工）、Ｌ2 平


型粉砕具Ｂ（加工）、Ｌ3 杵型粉砕具Ａ（非加工）、Ｌ7 圧磨具という石器タイプである。


それに反して、時期によって特に変化が大きく見えないタイプが L6、L45 である。このな


かに入っていない L5 は,CP 期になって出現したかのように見える。圧磨具は平たい円形


の粉砕具で縦に柄のついたものもある。平坦面を台の上に押し付けて圧力をかけつつ磨り、


台上の目的粒子をさらに細かく潰してゆくのに適した道具である。これは、植物資源より


も硬い鉱物の粉砕に適した石器ということが言えよう。つまり、CP 期になって急激に増


えている３タイプの L2,L3,L7 の石器は同じように石灰を磨り潰す目的だった可能性があ


る。なお、L7 は ID 期から ST 期まで出現しているが、ワカロマ遺跡でもワカロマ後期か


ら出現している handstoneC の一部が同様の石器だと思われる。 比較的長く使われてい


るタイプの石器であるが、ここクントゥル・ワシ遺跡では、ST 期にこの石器に柄のつい


たものが現れている。 


 


○ 骨．貝製品の「特殊器具」グループのヘラとスプーン類の内訳 


表 5-11 時期別「特殊器具」の出土数 


 時期 B15-2 B15-3 B27 B18-1 B19 B23 B23-1 B24 B25 B26 計 


ID 期 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 


KW 期 3 0 3 1 5 5 3 10 2 0 32 


ＣＰ期 9 6 4 2 0 9 4 1 6 13 54 


  計 12 7 7 3 5 14 7 11 8 13 87 


 


KW 遺跡出土の特殊器具がどのような機能かは未だ明確ではないが、その出土に時期的


な偏向があることが上表から見られる。全体に出土数が少ないので確定的には言えないが、


細長い骨製小形のスプーン B19 とストロー状骨製管は KW 期に集中している。その他の


爪形ヘラ B15-2、長方形骨製ヘラ B15-3、骨製管 B23、彫刻のある骨製管 B25,B26 は CP







                                         


期のほうが多い。また、人骨を利用した彫刻のある焼けた管 B26 は CP 期にしか出土して


いない。 


 


〇 骨．貝製品の「装身具」スポンディルス貝製玉類の内訳 


本遺跡におけるスポンディルス貝の出土状況はいくつかの特徴があると考えられる。 


まず、その出土が、どのような傾向にあるかを見る。 


 


表 5-12 大基壇出土の装身具（玉とペンダント） 


スポンディルス貝製玉類 1181 


骨製ペンダント 9 


貝製ペンダント 30 


 


玉類は殆どがスポンディルス貝製であったが、貝製ペンダントについてはスポンディル


ス貝が使用されておらず、別の貝が使用されている。 


 


表 5-13 大基壇出土のスポンディルス貝製玉数 


タイプ名  B33  B1  B2  B3  B4  B5  B6  B7  B8  B0s 


個数    82  106  59  22  13  29  15  96  112  1181 


 


B1 から B8 および B33 は骨・貝製品のタイプ表の説明にあるタイプであるが、大基壇


出土のスポンディルス貝の破砕玉が、かなり大量であるのと、ほとんどがすでに穿孔があ


り、バリもついていることから、玉製作中に破砕したものと思われた。そこで、大基壇出


土のスポンディルス貝の玉に関しては、破砕玉として B0s というタイプ分類で集計した。 


タイプ分類の章で前述したごとく、B2,4B、B6,B8 はほとんどが、穿孔のなされたバリ付


きの玉である。これらを時期別に見てみる。 


 


表 5-14 時期別スポンディルス貝製玉出土数   


時期 B1 B2 B3 B4 B5 B6 B7 B8 B33 B0s 計 


ID 期 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 


KW 期 2 5 3 0 6 2 5 12 4 20 59 


CP 期 10 17 0 0 2 1 5 13 6 143 199 


計 14 24 3 0 8 3 11 29 10 163 259 


 


玉は KW 期と CP 期に多いがやはり CP 期に集中している。破砕玉の CP 期出土率は突


出している。初めは、この期にスポンディルス貝の搬入があって玉造りが盛行していたの


だという見方をしていた。しかし、玉造りが為されたにしては、この貝の捨てられたよう


な腹縁部や蝶番部分が一点も伴出していない。つまり、貝素材そのものをここで制作して


いたという痕跡が乏しい。それでもバリ付きの玉があるのだから何らかの加工はしていた


と考えられる。スポンディルス貝の玉は KW 期、CP 期の墓の副葬品に認められ、それら







                                         


にはバリが付いていないので、玉の両端を綺麗に整形したものが完成品として考えられて


いたのだと思われる。バリ付きの未製品とした中には両端にバリがあるもの、片端は整形


されているのに、もう片方にはバリが残っているものがあった。また、B1 タイプとして


分類した管玉の中に、その中間部に切り込みが入った例も認められたことから、クントゥ


ル・ワシ遺跡にはスポンディルス貝製玉は中間素材として搬入されたものと考えられる。


このスポンディルス貝の玉は輪切りにして玉の量を増やしていたのではないかとも見られ


る。管玉を切断して短い玉にする方法は KW、CP の両期に見られる。海岸から遠く離れ


たクントゥル・ワシ遺跡では貴重な素材だからであろう。 


 ではこれらのスポンディルス貝製品の中で、CP 期の突出出土を支えているものはどれ


かというと B0ｓとした破砕玉である。先ほど、遺跡で管玉を切断したのではないかと考


えたが、その際に、大量の破砕品が出てしまうかどうかという問題がある。バリ付きの玉


とバリ付きの破砕玉が、何故このようにそのまま残されたか確定できない。地層に埋没し


ていた間に破砕してしまったというより、破砕玉は故意に破砕されて儀礼の一環として使


用された可能性も今後検討する余地がある。 


なお、スポンディルス貝のアメリカ大陸での産出地は以下の通りなので、ＫＷ遺跡出土


のスポンディルス貝はパナマ区のダイオウショウジョウガイが搬入されていた可能性が高


い。 


 スポンディルス貝（ウミギクガイ科 Family Spondylidae）の地理分布では 2 種に分


けられている（『ものと人間の文化史』83－Ⅲ 白井祥平 法政大学出版 1997 年、『貝の写真図鑑』 


S.ピーター ダンス 日本ヴォーグ社 1994 年）。 


1 カリブ海区（フロリダ半島南端からリオ．デ．ジャネイロまでの沿岸）に棲息する。 


和名：アメリカショウジョウガイ (Spondylus americanus) 


2 パナマ区（カリフォルニア湾北端から、ガラパゴス諸島を含むエクアドルまでの沿岸に


棲息する。 


和名：ダイオウショウジョウガイ （Spondylus princes Broderip） 


    


７７７７．．．．KWKWKWKW 遺跡出土遺跡出土遺跡出土遺跡出土ののののメノウメノウメノウメノウ一括石器一括石器一括石器一括石器のののの考察考察考察考察                            


ＫＷ遺跡から出土した一括石器を製作技術的な面から考察する。かつて、KW 遺跡出土


の一括メノウ石器を分類したことがあり、その結果、工作具類がこの遺跡に存在すること


を認識した。今回の遺物分類作業においても、石核と剥片の接合例が認められ、かつ、石


核、剥片、砕片類が多量に出土しているため、これまでに判明した技術的側面を記述して


その比較資料としたい。 


KW 遺跡においては、96 年度の発掘で A8O16,17 区 4 層でメノウの一括石器類 784 点


が採集された。出土地点は大基壇上の西広場に面する CP 期とされる小部屋状の遺構内土


層であった。 


これらの遺物がどのような状況でのこされたのかということは未だかなりの作業手順


が必要であるが、この一括出土石器群は、互いにどういう関連性のある遺物であるかを検


討することは本遺跡での剥片剥離作業の一連の過程を復元するために必要である。 


まず、遺物群は石核、剥片、二次加工のある剥片、砕片などが混在したので、これらか







                                         


ら、石核と思われるタイプを抽出することにした。 


    


７７７７----１１１１．．．．石核石核石核石核のののの分離分離分離分離（図 5-2,5-3） 


1 ここから剥片が剥がされた痕跡のある石核のうち、目的的剥片の母体となったものを、


core（石核）とする。 


2 次に角柱状かもしくはそれに近い直方体をしているものがあり、これを管玉、垂飾、彫


刻品の素材となるものとして捉え、角柱状素材とする。 


3 その他、１と２の範疇にはいらない不定形の立方体を廃棄されたものとしておく。 


3 は措いて、１と２の分類をたてた理由は、この遺跡からメノウ製の装飾品が出土して


いること、一括遺物として石核と剥片類が伴に出土していることからである。 


しかし、実際にはこの３種を明確に分類することは難しい。そのため、石核が連続的に


縦長（あるいは横長）の剥片を取ろうとした意図がどこかに残されていると想定して、次


のような基準をたてた。 


 「剥片のための石核は、ある程度の大きさの剥離痕が複数そろい、方向性がある。それ


にネガティブバルブが明確であること。」ということを基準とした。 


 


          


 


             図 5-2 石核 1 


 


 その結果、剥片のための石核と思われたものを何点か、抽出したので、ここに図示す


る。 


 図 1 と図 2 の石核を見ると次のような剥離工程を組み立てることが出来る。 


石核 1 


①A 面は最終打面で、打面構成が不明な部分があった。複数の剥離痕がみえているが、


一打でこういう剥離も起こりうるので、調整されたものかどうか不明である。 


②Ｃ面が最終剥離面と考えられ、その祭の打面は平坦打面（調整されていない。） 


 ③Ｂ，Ｃ，Ｄ面の剥離痕が上端から（A 面）の打撃によって剥離されている。 


 ④N 面は自然面であり、H 面は、下端が打撃面となって剥離されている。 


⑤上端左側にある K からの細かい剥離痕は、打面を整えるために、剥離を加えたものと


考えられるが、この点からの打撃はない。（自然面はそのまま残っているから。）つまり







                                         


この調整は、もしかしたら、下端からの打撃のためかもしれない。 


⑥石核の本体中央にある E,F,G の横から加えられた剥離は、この石核の形状を調整する


ために行ったと考えられる。 


⑦同様に下端中央にある J からの数回の剥離痕も、この石核の形状を調整するために、


加えられたととれる。 


 


         
     図 5-3 石核 2            図 5-4 角柱状素材 


 


石核 2 


① A 面は打面で、一打で構成された平坦打面である。 


② N は自然面である。 


③ B 面が最終剥離面である。C,D も上端から打撃を与えられて剥がされているが、C


は B に切られており、D は C に切られている。そして、D 面は、ネガティブバル


ブがなく、もっと上に打面があったことを想定させる。 


この２者の現在残された形は、恐らくこれ以上は目的的剥片がとれないと考えられて廃


棄された残核である。 


 


７７７７----２２２２．．．．角柱状素材角柱状素材角柱状素材角柱状素材のののの分離分離分離分離（図 5-4）    


これは実際には石核ともいえるような立方体をしている。石核と大きく異なる点はこの


固体の多くがその構成面に剥片剥離の痕跡を持たないことである。これらは必ずしもきれ


いな 6 面体をしている訳ではないにしても、それに近い形状をしている。構成される面に


は、時にネガティブバルブやリングの見えるものもあるが、大体は剥離痕がなく、平坦面


となっている。こういう平坦面がどのような技術によって出来るのかは、今のところよく


分からないが、剥片の場合には折損面にはしばしばバルブやリングが顕著に現れないので、


あるいは折り取っているのかもしれない。 


 また３が膨大な数になるが、これはここに残されたメノウ原石が、非常に混入物の多い


もので、剥離にも装飾にも適さない原材であったことも原因していると考えられる。つま


り、多くは最終的に捨てられたものであると考えられる。 


 


７７７７----３３３３．．．．剥片剥片剥片剥片のののの分類分類分類分類    


 先に石核の分離で記述したが、１剥片用の石核 ２装飾品のための角柱状素材があり、







                                         


この２者から剥離された剥片は異なっているだろうということは想像されるが、実際に分


離することは、難しい。そのためまず剥片用石核（図 1、2）より剥離された剥片を分離す


ることを目的とした。つまりこれらが、図 1,2 に図示したような剥片石核から剥離された


ということを示す特徴があるかどうかを検討した。その方法として、石核がどういう工程


で剥離されてゆくかを、想定して剥片の分類基準とした。なお剥片は主剥離面をもち、打


面、ポジティブバルブがあることを、前提条件とする。 


剥片 A 原石面を面構成の一部にもつ。これは石核の早い段階での剥離順序を示すと思わ


れる。これは石核の図 1、図２から作出される可能性のある剥片である。 


剥片 B 主剥離面を除いて背面が多面構成をなす剥片。ここに分類される剥片は最も量が


多く、様々な工程を想定させる剥片が混在する。石核図 1 の打面調整､打面再生、


石核形状調整といったもの、あるいは石核図 2 の角柱状の形状加工をするために、


割られた時の剥片などである。 


剥片 C 横幅より、縦に長い剥片でその断面が台形もしくは三角形をなすもの。これは、


目的的剥片として何らかの石器の素材となりうることを示していると思われる。 


剥片 D 完全形ではなく頭部、中間部、下端部などを欠くもの。 


剥片 E 剥片類の中で、その縁辺部になんらかの加工があるもの。 


上述のような分類を行った結果、剥片 B の中から、打面調整か、石核の形状を調整する


ために剥がしたと思われる剥片類が認められた。例として以下に図示する。       


 


       


              図 5-5  剥片 B  


 


 図 5-5 の剥片を見ると、主剥離面が側面に見える縦方向の３枚の剥離痕を切っている。


図では、左側の側面図になるが、その３枚の剥離痕のうち、中心のものが、目的剥片を採


った作業面となっている。両脇の２枚は、１枚は自然面であり、もう１枚は、どちらから


剥離されたか不明である。この２例の剥片では、打面が再生されたということが、推定で


きるがまだ明確なことは言えない。しかし、残された石核の形状調整の痕跡や、剥片Ｂ類


などから、この遺跡の石核は打面の調整もしくは、再生、あるいは、打面の転移などを行


っていたということが、推定できる。 


次に剥片 D として分類したものがあり、これは剥片素材の利用状況を示すものとして注


目された。合計２８点となった。この種の剥片は、大よそ３種に分類できる。 


     







                                         


剥片 D 合計  頭部 中間部 下端部  不明 


   ２８  １７   ６  ４  １ 


 


 頭部としたものは、主剥離面にポジティブバルブと打面が残っている。 


 中間部は、上下両端を欠いたもの。 


 下端部は、打面がなく、打撃の抜けてゆく末端部をみせているものである。これらの剥


片は、かなりきれいな断面三角形の剥片類である。 


 


      図 5-6 剥片 D 頭部（剥片錐の素材） 


             


 


     図 5-7 錐Ⅰ型、錐Ⅱ型、錐Ⅲ型 


 


薄片 E ( 錐 ） 







                                         


剥片 E としてものは、28 例だったが、この中で特に 24 例は、主剥離面が残されていて


加工は周縁部だけに施されている。平面部には加工がなく、剥片の原面が残っている。そ


の加工は先端を尖るように施される。という共通の形態と加工法が認められた。 


Ⅰ型 図 7-Ⅰの主剥離面の打面は基部においている 12 例。 


Ⅱ型 図 7-Ⅲのバルブがなく剥片の中間部を利用しているもの 5 例。 


Ⅲ型 図 7-Ⅲの、ポジティブバルブを横に置いた位置で両側を加工しているもの 7 例。 


その他 3 例は、夫々別の加工があったり、加工途中で折損したと思われるものなどであ


る。これらⅠ型からⅢ型の石器は、剥片Ｄの頭部、中間部、末端部に見られるような、完


形の剥片を 3 分割して、図 7-Ⅰ、Ⅱ、Ⅲに対応するような素材になったものと考えられる。


これらの先端部の断面が三角形になるように、鋭利に加工された石器は、錐として作成さ


れたものと、推定できる。（ただし、錐として使用された場合に、残されるべき旋条痕は確


認できなかったので未使用のものである。）なお、この錐はは穿孔できる孔の長さが錐先の


２倍であることから、完成品の孔の深さ（素材の厚み）が限定される。石器としては、目


打ち具よりは、錐を想定できるが、別の用途としてその先端部分の形態から、線刻を施す


ための彫器としても機能できるので、錐と彫器の両用の機能が考えられる。 


 


７７７７----４４４４．．．．結論結論結論結論    


 一括のメノウ石器を観察分類した結果以下のことが判明した。 


メノウの石材は非常に混入物が多く良正な剥片をとることに苦労したと思われる。その


ため廃棄された石材が多くなっていた。D 型と分類した剥片は E 型と分類した石器をつく


る目的で作出されたものと結論した。しかし、ここに残された石核が全てＣ型剥片を作出


するために用意されたという確定にはもう少し作業が必要である。つまり、ここで認めら


れた剥片Ｃが、遺跡で出土した他の剥片類との関連で見たらどうなるだろうか。 


そこで、この一括出土の剥片のうち、完形で打面があり、ネガティブバルブを持つ剥片


２１２点の縦、横の長さを計測して、その他の地点でばらばらに出土したＣＰ期の剥片５


４点と比較した。計測箇所は、2 辺計測とし、剥片の打点から垂直に伸びる剥離軸を長さ


とし、それと直行する線分を最大幅とした。 







                                         


- 


 


一括出土の CP 期の剥片は 30ｍｍｘ30ｍｍより内側に、集中度が高い。つまり、そんな


に大きくない縦横比の同程度の剥片が多いという結果を示している。縦と横の長さが同じ


くらいということは、剥片が貝殻上の形状をしているということを表してもいる。また、


その大きさが、大きくても 40ｍｍｘ40ｍｍ内に入ってしまう。クントゥル・ワシ遺跡では、


両面加工の尖頭器やスクレイパーなどの剥片石器の出土例はそんなに多くない。ＫＷ期の


両面加工尖頭器は１例（長さ 3.2cm、幅 2.0cm、厚み 0.5cm）があり、ST期の両面加工尖頭


器は 2例（長さ 4cm 幅 1.0cm と 1.2cm）であった。（CP 期の尖頭状石器は両面加工ではなく、


縁辺加工があるもので、これらとは、別種の物と考えられる。）上記のような尖頭器の素材


となるような、剥片の大きさを考えた場合、剥片の厚さは、打撃点から外に向かって同心


円状に厚みが薄くなってゆくので、少なくとも、横幅は、3cm、縦の長さは 5cm くらい必要


であろう。つまり、残された剥片にはこれらの石器をつくる大きさを持ったものは、殆ど


見出せない。また、尖頭器の大きさとともに、その石材の質の違いも指摘できる。メノウ


製の尖頭器は、一括出土のメノウ石材と異なり、混入物がなく、質が良いものを選んでい


るようである。 


それに反し、この一括出土の CP 期の剥片類と伴出した錐は、かなり小さいものが多く、


長軸が最も長い例で、3cm であった。この場合には剥片の頭部を截断して素材となった剥


片の打面が錐の側辺にくるように加工していたので、本来の剥片の横幅が、錐の縦の長さ


となっていた。恐らく剥片素材の大きさは、横幅 3cm 以上で、縦の長さは 2～３cm 位で


も製作可能な石器ということになる。つまり、CP 期の一括出土の剥片類は、かなり小さ


い石器を作る目的で剥離作業がなされたと理解される。 


  


図 5-8 CP 期剥片縦横比 
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さらに、上記のグラフでは、一括出土以外の剥片と比較するとその他の地点で出土した


剥片のほうが大きいことを示している。また、使用痕ある剥片（Ｌ13）の存在は出土地点


の異なった剥片類のほうが、剥片（Ｌ16）との比率がかなり高い。これは一括出土の剥片


は、目的物を製作するための素材の大きさが一定性であることを示し、他の地点から出土


したものは、それ自体をブレイドとして使用する目的であったことを示している可能性が


ある。 


以上のような作業を行なって 784 点の石器を分類した結果は次のような構成になった。 


（彫器の説明は省く） 


 


石核 剥片 彫器 錐 
使用痕 


ある剥片 


鋸歯状


石器 


角柱状


素材 


加工痕 


ある石器 


尖頭状


石器 
砕片 計 


31 259 4 24 19 9 21 8 2 407 784 


 


現時点では、一括出土のメノウ剥片と石核との関連から、剥片剥離の予測的な工程を記


述したのみであるが、剥片剥離の工程のなかで、打面調整を行い、打面を上下から転移し


て剥離している実際の接合資料が 02KW-A-L2046 で採集されている。この資料では石核


（AL2046-4）に剥片（Al2046-18 と AL2046-6）が接合した（付録 DVD: Plate 2)。         





